
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

No.10 

令和 5 年 1 月 

西原中学校保健室 

あけましておめでとうございます。新しい年がスタートしました。今年の目標は

決めましたか？また新たな気持ちで 1 年間頑張っていきましょう。今年もみなさん

が元気に 1 年を過ごせますように。今年もよろしくお願いします。 

 熊本県の感染状況は、増加傾向です。学校でも引き続き感染症対策を行いますので、生徒のみなさんも手洗

い・うがいや手指消毒、適切なマスクの着用を行いましょう。特に寒くなってくると、水が冷たくなり、手を洗わな

い人が増えてきます。しかし、手には目に見えない細菌やウイルスがたくさんいます。石けんを用いて手を洗い、

感染症を予防しましょう。冬場は、換気も大切です。暖房をつけていても必ず、教室や廊下の窓を 10 ㎝～20 ㎝

程度あけ、換気をするようにしましょう。 

熊本県のリスクレベルは、レベル３です！（令和 5年 1月 6日現在） 

《保護者の方へ》 

① 生徒本人やご家族がＰＣＲ検査、抗原検査を受ける場合は、検査日・判定が確定する日なども併せて学校

へ速やかに連絡をお願いいたします。 

② 県のリスクレベルがレベル 2 以上ですので、生徒本人、同居家族に発熱、風邪症状がある場合は、登校を

控えてください。 

③ 発熱、風邪症状等がある場合は、かかりつけ医にご相談ください。相談できる医療機関が分からない場合

は発熱患者専用ダイヤル（０５７０－０９６－５６７）に連絡すると、相談できる医療機関を案内されます。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

  

自分と他の人との、目には見えない境界線。見えない透明バリア。

「境界線」とは、自分と人を分ける物理的、心理的なラインのことで

す。どんなに親しい友人でも恋人や夫婦でも、親子でも、境界線は必

要です。すぐ近くに知らない人の顔があったら、嫌な感じがするよう

に、自分のまわりには、勝手に入ってこられない個人的な空間があり

ます。自分と相手との境界線。この境界線で、安心や安全が守られて

います。境界線は、自分も相手も大切にするためのツールです。 

境界線ってなに？ 
透明バリア（境界線）  

 

境界線を越えるとき・・・ 

手をつなぎたいときやぎゅっとしたいときなど、境界線を 

越えたくなったときは、言葉でお互いの気持ちを確かめましょう。 

お互いを大切にするために、同性の友達同士でも気持ちの確認が

大切です。 

もちろん、いやなときは「イヤ」って言っていい！ 

「イヤ」と言われると、つらい気持ちになることがあります。 

でも、透明バリア（境界線）を守れたのだから大丈夫です。 

それは、自分や相手の境界線を大切にできたということです。 

自分の境界線を守るために 

〇自分の気持ちを相手に伝えてみる 

自分の気持ちを相手に伝えてみることも大切です。 

例えば、好きなものを否定されたときは「悲しいな」。 

やりたくないことを命令されたときは「できない」。 

イヤなことを言われたときは「イヤ」と言っていいのです。 

〇その場を離れる 

相手が境界線を越えて入ってきたら、そのぶん離れて自分の境界線を守りましょう。気持ちを言葉で

伝えられない時にも効き目があるかもしれません。 

〇味方になってくれる人に話してみる 

自分ひとりで抱え込まず、誰かに話すこと・相談することは実は非常に

大切です。意外と勇気がいることですが、決して格好悪いことではあり

ません。でも、相手に伝えるのって難しいですよね。迷って言えないこ

ともあると思います。でも、大丈夫です。１番大事なのは、モヤモヤや

「なんかイヤだ」という気持ち＝境界線のピンチに気づくことです。 

手つないでもいい？ いいよ。 

ぎゅっとしてもいい？ 嫌だなあ。 


